
令和元年６月期 学長記者懇談会 

１．日 時：令和元年６月２６日（水） １５：００～１６：００ 

２．場 所：大学本部棟 ２階 第二会議室 

３．懇談事項等 

① RETI2019 シンポジウム（スペイン・カナリア諸島について）・・・・・・資料１

（説明者：金城国際連携推進課専門員） 

② 平成３０年度卒業生の進路状況について ・・・・・・・・・・・・・・資料２

（説明者：井上 理事） 

③ 琉球大学ゼロエネルギーハウス実証実験棟の完成セレモニーについて・・資料３

（説明者：理学部物質地球科学科 眞榮平孝裕教授） 

④ インドＭＭＭ工科大学からのインターンシップ生受入について・・・・・資料４

（説明者：金城企画調整役） 

⑤ リサイクルを含めた水素エネルギー技術の開発

宮古島の高校生へエネルギー教育の出前授業・・・・・・・・・・・・・資料５

（説明者：理学部海洋自然科学科 中川鉄水助教） 

⑥ ストーリーマップ 八重山のマラリア史 ・・・・・・・・・・・・・・資料６

～戦争マラリアとマラリア撲滅～ 

（説明者：医学研究科ウイルス学講座 斉藤美加助教） 

４．出席者：

西田学長、牛窪理事・副学長(地域・社会連携担当)、井上理事・副学長(教育・学生

支援担当)、眞榮平理学部教授(産学官連携推進機構併任教員)、中川理学部助教、 

斉藤医学研究科助教、賀数理学部事務長代理、金城国際連携推進課専門員、比嘉学

生支援課就職係長、金城企画調整役 



「RETI2019シンポジウム（カナリア諸島）」の開催について 

RETI（R seau d’Excellence des Territoires Insulaires：島嶼大学間ネットワーク） 

 2010年 7月、コルシカ大学（フランス）の主導により、島嶼地域の課題について島の視点から学

術的・科学的研究に取り組む環境を創出するため、世界中の島嶼に立地する19大学が集まってRETI

が設立された。2018年現在、欧州、大西洋地域等17カ国・地域の28大学が加盟している。琉球大

学はアジアで初となる加盟大学で、2017年 11月に「RETI 2017沖縄シンポジウム」を開催した。 

RETI 2019 シンポジウム：開催日程・プログラム 

開催期間：2019年 4月 29日（月）～5月3日（金） 

テ ー マ：「島嶼地域における文化間の対話及び社会的一体性の促進」

Promoting Intercultural Dialogue and Social Cohesion in Islands 

主 催：ラス・パルマス・デ・グラン・カナリア大学、ラ・ラグーナ大学 

（共にスペイン・カナリア諸島） 

プログラム 
日 付 プログラム 

4月 29日（月） シンポジウム 
〔会場：ラス・パルマス・
デ・グラン・カナリア大学 
（グラン・カナリア島）〕 

開会式 

4月 30日（火） 
基調講演１
分科会 
学長会議 

5月 1日（水） エクスカーション 島内視察

5月 2日（木） シンポジウム 
〔会場：ラ・ラグーナ大学 

（テネリフェ島）〕 

基調講演２
分科会 
学長会議 

5月 3日（金） 
学長・学生セッション

閉会式 

《本学参加者》 

大城 肇 特別顧問 

金城 かおり 総合企画戦略部国際連携推進課専門員 

《シンポジウム》 

○基調講演として、主催のラス・パルマス・デ・グラン・カナリア大学及びラ・ラグーナ大学の海洋

科学研究者による基調講演が行われた。

○セッションでは、島嶼地域に共通する研究分野・課題に分かれて、島嶼地域大学等の研究者や大学

院生による研究発表が行われた。

セッション：１．観光と島嶼経済、２．海洋科学、３．島嶼地域の文学と言語、４．観光、島嶼経

済及びエネルギー、５．地域発展及び社会革新、６．島嶼地域の遺産、文化及び言語

〇閉会式において、琉球大学のRETIネットワークへの顕著な貢献に対して、大城特別顧問に会長よ

り感謝状が贈呈された。 

《学長会議》 

○シンポジウム開催中、２回にわたってメンバー大学長や代表者による学長会議が開催され、英国、

ギリシャ、フランス２大学、カナダ２大学、スペイン２大学、本学の９大学代表者が出席した。

学長会議では、事前に実施したメンバー大学対象のアンケート調査の結果に基づき、今後のRETI

の活動や運営方針等について協議を行った。

〇島嶼地域の共通課題については、大学や研究者による取組だけでは解決できない、国レベル、国際

社会での対応が必要となる課題も多いので、RETIとして島嶼地域の大学が連携して政府、国際社

会に働きかける取組について提案があり、今後具体的な要請活動について検討を進めることとな

った。（例：マイクロ・プラスチックの海洋汚染やゴミの漂着） 

資料１



大学間交流協定の締結 

 琉球大学は、島嶼地域の大学との教育・研究連携の促進を目的として、RETIメンバー大学である

ラ・ラグーナ大学及びラス・パルマス・デ・グラン・カナリア大学と今年2月、4月にそれぞれ大学

間交流協定及び学生交流協定を締結した。 

 RETIネットワークを活用しながら、アジア・太平洋地域から欧州、大西洋地域等の島嶼大学をつ

なぎ、多様な分野における教育交流や研究連携等を推進することが期待される。 

RETI2019開会式にて（ﾗｽ･ﾊﾟﾙﾏｽ大学） セッションの様子（ﾗｽ･ﾊﾟﾙﾏｽ大学）

基調講演の様子（ﾗ･ﾗｸﾞｰﾅ大学） RETI2019閉会式での感謝状贈呈（ﾗ･ﾗｸﾞｰﾅ大学） 

ラ・ラグーナ大学学長との記念撮影 ラス・パルマス・デ・グラン・カナリア大学学長と
の記念撮影 



スペイン・カナリア諸島について 

《概観》 
カナリア諸島は、スペイン本土より南西へ約 1,100km、アフリカのモロッコ及び西サハラの沖約 100
～500km の大西洋に位置する７つの島々で、人口は諸島全体で約 210 万人(2017年)。7島の合計面
積は約7,447平方キロメートルでほぼ宮城県と同程度である。 
もともとカナリア諸島には原住民が住んでおり、海岸近くの洞窟を住処として主に農牧及び漁労によ
り生計を営んでいた。ヨーロッパからの侵攻は、1402年のノルマンディーの貴族ベタンクールによ
り本格的に始まり、ポルトガル、次いでスペインによる攻撃が繰り返し行われ、1496年にスペイン
の支配下におかれた。 
1982年にカナリア諸島の２県は憲法の規定に従い、スペイン本土の他の地方の州と並んでカナリア
自治州として発足し、従来中央政府の所管であった権限の幾つかが移管された。 
カナリア諸島は火山性の地形を有しており、中央部は高い山岳地形を形成している。気候は1年を通
じ温暖で、平均最低気温は冬でも 15 度以上、夏場の平均最高気温は 26 度程。アフリカに近い東側
の島々は非常に乾燥しているが、西側の島々は緑豊かである。 

《経済》 
カナリア諸島の産業は、観光・港湾サービスの第三次産業が主たるものであり、就労人口全体の6割
弱を占めるなど、従来観光を中心とした第三次産業を主体とする経済構造となっている。 
カナリア諸島の主要農産物は、バナナ、トマト、ジャガイモ、キュウリ、ピーマンなどで、主にスペ
イン等EU諸国へ輸出されている。 
観光を中心とした第三次産業は、これまでの著しい観光客数の増大を背景に、カナリア経済の牽引車
の役割を果たしている。 
GDP：424億 5,960 万ユーロ（2016年） 

《観光》 
カナリア諸島は一年中気候が温暖なことから、1960年代からドイツ、イギリス、北欧諸国を主とし
てヨ－ロッパ各国からの避暑・避寒のため、観光客が1年中訪れるようになり、観光地として発展し
た。カナリア経済において主要産業となっている観光業は就業者数でも3割 強を占めている。  
2010年以降の格安航空会社（LCC）の運行便数の増加、北アフリカ諸国の政情不安を受けた欧州諸国
の観光客の一部によるカナリア諸島への旅行先の変更等の理由で、2017年には史上最高となる約
1,431万人の外国人観光客数を記録した。 
カナリア諸島には3つの世界遺産があり、テネリフェ島にあるスペイン最高峰テイデ山（3,718m）が
あるテイデ国立公園（自然）、サンクリストバル・デ・ラ・ラグーナ市の旧市街（文化）、ラゴメラ島
のガラホナイ国立公園（自然）が世界遺産に指定されている。 

《社会・文化》 
スペイン本土と比べ、カナリア諸島は歴史の経緯からみても社会・文化面において独自性があり、一
方では人々の素朴さも特徴といわれている。また、テロ事実は近年発生しておらず、治安も一般に良
好である。 
カナリア諸島は、スペイン本土の文化に加え、地理的にはむしろアフリカに近いこと、歴史的には原
住民の固有文化を受け継いでいることなど多くの文化を伝承してきており、それらが手芸、陶器、音
楽に表現されている。 

〔出典：在ラスパルマス領事事務所資料「カナリア事情」、「カナリア諸島案内」〕 



ラス・パルマス旧市街地（グラン・カナリア島） カラフルな街並み（グラン・カナリア島） 

高級リゾート地（グラン・カナリア島） 風力発電（グラン・カナリア島） 

世界遺産のラ・ラグーナ旧市街地（テネリフェ島） 
サンタクルス・マーケット（テネリフェ島） 

国立公園山頂にある天文台から見たテイデ山（テネリフェ島）

サンタクルス・路面電車（テネリフェ島） 



資料２













令和元年 6月吉日 

報道機関 各位 

琉球大学ゼロエネルギーハウス(ZEH)実験棟新築工事完成披露式典のご案内 

有限会社 フロンティアーズ  

                         代表取締役 伊藝直 

産学官連携推進機構併任 

理学部 教授 眞榮平孝裕 

拝啓 時下益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

  さて、かねてより御高配を賜りました琉球大学 ZEH 実験棟新築工事につきまして、建築

を進めて参りました所、この度いよいよ完成の運びとなりました。つきましては下記によ

り完成披露式典を執り行いたいと存じますので、ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、

多くの方々への周知をお願いしたく取材・報道をよろしくお願い申し上げます。 

○完成披露式典 

7 月 25 日木曜日 12 時 00 分～14 時 00 分 場所：琉球大学北口学生寮駐車場 

 出席予定者 大学側 西田睦学長、理事・副学長、伊澤雅子理学部長、眞榮平孝裕産学

官連携推進機構併任理学部教授、他・関係教員 

       企業側 フロンティアーズ代表取締役伊藝直、他・県内企業 12 社の代表者 

(有)フロンティアーズ、(有)翁長電気工事、(株)新光産業株式会社、

(株)H・P・O、(有)前川ブロック工場、(有)ビルド、(株)M-studio、

(株)エクセルシャノン、(株)日本鐵板、(株)越智産業、建築設計室

創庵、(株)タカラスタンダード（12 社） 

       県内銀行関係者 

○(案)式次第 

同日      12:00 テープカット 

 12:15 ZEH 実証実験棟内覧会 

12:45 祝賀会 

主賓挨拶（西田学長、伊藝社長） 

   来賓挨拶 

   乾杯 

   経過報告（眞榮平教授） 

         14:00 終了 

資料３



実験棟のイメージと平面図 

概要：今回の「琉球大学ゼロエネルギーハウス(ZEH)実験棟新築工事完成披露」は、「沖縄

から展開する亜熱帯気候にあったゼロエネルギーハウス（ZEH）の研究開発プロジェクト」

の核となるスタートアップ・セレモニーである。また、本プロジェクトは、琉球大学と地

元企業とのコラボレーションによる地域の課題解決を行うプロジェクトである。 

国土交通省・経済産業省は 2020 年度以降の新築住宅で ZEH の義務化を実施予定である。

沖縄の気候は、高温多湿の亜熱帯気候であり、台風や強い直射日光といった環境負荷の高

い風土である。また、沖縄県の住宅は歴史・文化的な特性からコンクリート造やコンクリ

ートブロック造の住宅が全体の 72.21％(平成 27 年度)である。近年の建築単価の高騰や県

外の大手木造ハウスメーカーが沖縄に進出していることもあり、木造住宅が増加している。

本土の大手木造ハウスメーカーの 60％はすでに ZEH に対応しているが、県内の企業は未だ

対応できている企業は少なく、このままだと県内住宅メーカーが衰退する可能性がある。

危機意識を持ったフロンティアーズ社を中心とした県内建設企業から、ZEH の啓蒙・促進

を協力してほしいと琉球大学に依頼があった(2015 年)。その依頼に応える形で琉球大学と

フロンティアーズ社を中心とした県内の設計・施工・土木企業チーム(12 社)とともに、沖

縄の風土にあった高い断熱と高効率設備を活かした環境・省エネルギーに対応した、快適

で低価格な ZEH の研究開発プロジェクトがスタートした。これまでに琉球大学内にて建築

土木関係者向けの研修会(全 6 回)が開催され約 350 人の受講者が参加した。さらに、琉球

大学内に ZEH 実証実験棟を建築し、施工ノウハウの確立と県内施工業者向けの研修指導を

実験棟イメージ図(左)と初期設計案

(左下)。南側を東西 2 室に分け、同

条件下で断熱材料、開口部ガラス、空

調・換気システムなどを年ごとに変

えながらデーターを収集し最適な組

み合わせをさぐる。 

実験棟建築場所・琉球大学北口学生

寮駐車場(下) 



行う。ZEH 実証実験棟を用いて断熱材や断熱ガラス、空調システムなどの条件を変えなが

ら温熱環境や湿度、消費エネルギーなどのデーターを 5 年間かけて収集・解析する。体験

宿泊なども行い、体感的な快・不快についても調べる。現在、設計・施工・土木、電気関連

の県内企業と協賛する本土メーカーなど計 12 社が参加しており、資材や資金、技術を提供

する。本プロジェクトは県内の既存コンクリートブロック造住宅のリフォームに対応でき

るノウハウの構築までを視野に入れる。これらの実験と評価は琉球大学の理学・工学系教

員と学生が実施するが、観光・教育系教員も参加し学部横断型で連携することで、子供た

ちへの環境教育も進め、沖縄における未来の住環境やライフスタイルの提案も目指したい。 

本プロジェクトの見込まれるメリット 

琉球大学： 

 国策であるゼロエネルギーハウス(ZEH)の啓蒙・推進と、県内中小企業へのサポートによ

る地域企業への貢献（産学官金連携の推進） 

 環境教育・人材育成、未来の子ども達により良い環境の継承を目指すなど地域社会への貢

献 

ZEH 実証実験棟を用いた研究開発、関連補助金など外部資金獲得、関連企業からの研究費・

寄付金などの外部資金獲得 

ZEH 認証機関(企業が ZEH 建設基準を満たしているか、建築物が ZEH 基準を準拠している

かを認定する機関)として本学がなりえるかどうかの検討。 

ZEH、建設企業等をキーワードとした学生ベンチャーの起業促進。 

企業側： 

 琉球大学と連携することによる企業ステータスの向上

 県外大手企業に対抗できるように、琉球大学を核とした県内中小企業の連携協力体制の確

立 

ZEH 実証実験棟による建設ノウハウの蓄積と施工者の人材育成 

 琉大との研究開発による、省エネ商品の開発・販売

 企業ステータス向上による琉大学生の就職獲得



ゼロエネルギーハウス(ZEH)とは、 

ゼロ・エネルギー・ハウスとは、住まいの断熱性能、省エネ性能を上げることと、太陽光

発電などでエネルギーを創ることにより、空調や給湯、照明、換気といった年間の一次エ

ネルギー消費量の収支をプラスマイナス「ゼロ」にする住宅のことである。

平成 29 年度の ZEH 交付決定件数内訳 

平成 29 年度の ZEH 交付先はハウスメ

ーカーが 5件で沖縄県の工務店は

0件である。



インド マランモハンマラビア工科大学からのインターンシップ受入 

工学部では平成29年にインド北部ウッタープラディッシュ州のゴラクプール市にある 

マダンモハンマラビア工科大学（MMMUT）と学部間交流協定を結び学生交流や研究交流を実施している。 

令和元年6月 3日より6月 30日の予定で、7名の MMMUT学部 3年次学生の土木系、電気系、電子系、情報

系の学生を受け入れ、工学部工学科の対応コースの研究室にてインターンシップを実施している。6月 24

日月曜１４：４０よりインターンシップ発表会を予定している。 

MMMUTより、昨年度平成30年も同時期に5名のインターンシップ学生を受け入れており、今後この活動は

継続する予定である。また、逆に、琉球大学より日本人学生を平成29年度 2名、平成30年度 2名を10月

頃に 1か月間 MMMUT でのインターンシップにも送り出している。今年度令和元年も数名を送りだす予定で

計画中である。 

また研究関連として、H30 年度の 10 月には MMMUT で開催された、アメリカ電気学会 IEEE 系の電気電子コ

ンピューター関連学会を琉大と共催し現地に教員も参加して盛大な学会開催を実施した。 

工学部は、学部改組にてグローバルエンジニアリング（GE）プログラムを開始しており、今後も英語での

教育がしっかり実施されているインドなどに積極的に学生を継続的に送り出す予定である。また、英語教

育を行う大学院プログラムとして、平成30年度よりスマートシティ人材育成プログラムを開始しており、

ターゲットとしてインドを中心とした外国人学生としており、令和元年 10 月には、昨年度の MMMUT から

琉大へのインターンシップ学生の内2名が大学院博士前期課程に入学予定である。 

インドから受入学生到着（於：那覇空港） 各指導教員の皆さん 

歓迎パーティーの様子 
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HP はこちらから


